
記
念
式
典
の
御
案
内

謹
啓

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
明
治
六
年
九
月
に
開
校
し
て
以
来
、
こ
の
た
び
、
創
立
百
四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
温
か
い
御
指
導
、
御
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
よ
り
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
多
用
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、

御
臨
席
の
栄
を
賜
り
た
く
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

謹

言

一

日

時

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
（
日
）
午
前
十
時

記
念
式
典

記
念
講
演
・
記
念
演
奏

二

会

場

秋
田
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
秋
田
市
千
秋
明
徳
町
二
番
五
二
号
）

平
成
二
十
五
年
七
月
吉
日

秋

田

県

立

秋

田

高

等

学

校

長

高

橋

貢

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
長

豊

口

祐

一

○
式
典
に
ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
同
封
の
葉
書
（
切
手
不
要
）
に
よ
り
八
月
九
日(

金)

ま
で
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
ご
出
席
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
返
信
不
要
で
す
。
）

○
当
日
は
、
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
車
で
の
御
来
場
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

祝
賀
会
の
御
案
内

記
念
式
典
・
講
演
・
演
奏
終
了
後
、
創
立
百
四
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
御
臨
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一

日

時

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

二

会

場

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
（
秋
田
市
中
通
一
丁
目
三
番
五
号
）

三

会

費

六
千
円

平
成
二
十
五
年
七
月
吉
日

秋

田

県

立

秋

田

高

等

学

校

長

高

橋

貢

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
長

豊

口

祐

一

○
祝
賀
会
に
ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
（
手
数
料
無
料
）
に
て
、
会
費
六
千
円

を
八
月
九
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
振
り
込
み
を
も
っ
て
、
ご
出
席
申
し
込
み

手
続
き
完
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


